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はじめに

2022年から糖尿病・内分泌内科として診療しています。3年目の 2024年は特に大きな変化
もなく日々の診療を行いました。火曜日と水曜日は浅羽が診療し、月曜日と金曜日は総合内科

の中山修一先生が、水曜日には吉村江理先生がパートで糖尿病診療を手伝って下さっていま

す。リウマチ・膠原病内科の公文先生と近澤宏明先生（水曜日、パート）も引き続き糖尿病診

療をして下さっています。

外来診療

①糖尿病内科：当科は糖尿病療養指導士、糖尿病看護特定看護師、栄養士、薬剤師、理学療

法士と協力してチームで診療に当たっています。当院は急性期病院であるため、内服薬のみの

治療で血糖コントロールの良好な患者さんの診療は行っておりません。救急車で来院された重

症糖尿病の患者さんも、落ち着けば自宅近くのかかり付け医に紹介しています。近医に紹介し

た患者さんは、当科は糖尿病の専門知識を持った医療スタッフが充実しているので、かかりつ

け医の先生方から年に 1、2回検査や栄養指導、生活指導、服薬指導目的にご紹介頂き病診連
携をするようにしています。スタッフの不足などで、インスリン療法の導入が困難なクリニッ

クなどの医療機関から患者さんをご紹介頂き、外来でのインスリン療法の導入を積極的に行っ

ています。今年も開業医の先生方から患者さんをご紹介頂き、インスリン自己注射の指導、血

糖自己測定の指導を行い、紹介元の医療機関へ御返ししています。今後も外来インスリン療法

導入を積極的に行いたいと考えています。当院の糖尿病患者さんの延べ数は図 1の様に経過し
ています。今年度も持続血糖モニタリングシステムを積極的に導入しています。このシステム

を導入しただけで、24時間いつでも血糖測定が可能であるため、患者さんに意識改革が起こ
り、血糖値を意識して食事や運動を行うため、内服薬などを変更しなくても血糖コントロール

が良くなる方が多く見られます。図 2に当院のインスリン患者さんの推移をお示しします。高
齢糖尿病患者さんが増えているためか、インスリン治療中の患者さんは増加しています。

糖尿病・内分泌内科
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図 1 糖尿病実患者数

図 2 インスリン治療中の患者数

②内分泌内科：圧倒的に甲状腺疾患が多いですが、二次性高血圧の精査加療で開業医の先生

方からご紹介を頂いています。甲状腺疾患ではバセドウ病が最も多く、その他甲状腺腫瘍、亜

急性甲状腺炎の患者さんが紹介されますので診療しております。バセドウ病の患者さんは、開

業医の先生からの紹介又は救急外来から紹介です。当院のバセドウ病の患者さんは図 3の様に
経過しています。メルカゾール 1錠の維持療法のステージになれば、紹介先の医療機関へ紹介
し、患者さんには年に 1、2回血液検査やエコー検査に来院して頂き、病診連携を行っていま
す。原発性副甲状腺機能亢進症の患者さんの紹介が増えていますが、骨粗鬆症の患者さんが増

え（高齢者が増え）、ルーチンに血清 Caを測定するようになったからと思われます。手術可能
な患者さんは積極的に手術して頂いております。免疫チェックポイント阻害薬の副作用による

ACTH単独欠損症、甲状腺機能低下症の患者さんは、当院の癌治療患者さんの増加に合わせて
増加しています。



図 3 バセドウ病患者数

入院診療

①糖尿病内科：糖尿病緊急症である糖尿病性ケトアシドーシス、高血糖高浸透圧症候群を中

心に主科として入院加療しています。循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、脳神経内科、血

液内科で血糖コントロールに難渋する患者さんを併診して診ています。また、脳神経外科、整

形外科、形成外科、泌尿器科、消化器外科の患者さんで周術期の血糖管理が必要な場合、併診

して診ています。主科で診る患者さんは 5名程度で少ないですが、併診の患者さんは 20名近
くいますので、研修医と一緒に診療に当たっています。糖尿病看護特定認定看護師・岩井主任

と週 1回インスリン療法中の患者さんの回診を行い、血糖管理に困っている患者さんがいれば
併診して診療に当たっています。癌の化学療法などでステロイド療法を行う患者さんが増加し

ているため、ステロイド糖尿病の診療は増えています。

②内分泌内科：低 Na血症、低Ｋ血症と言った電解質異常の入院患者さんの診療を担当して
います。SIADHの患者さんが多いですが、中には副腎不全の患者さんも隠れているので十分
な内分泌学的検査が必要です。年に数例ですが、下垂体機能低下症の精査加療入院の患者さ

ん、原発性アルドステロン症精査の患者さんも入院されます。今年は多くの研修医が研修に来

てくれたので、表に示すように多くの研修医と学会発表をしました。

今後の展望

糖尿病・内分泌内科としての常勤医は私ひとりであるため、私と外来担当日である火曜日と

水曜日以外は多くの先生方に診療を助けて頂いています。私も外来診療日を増やして、もう一

人医師をリクルートして当科として 2人体制を取りたいと考えています。糖尿病外来は 1型糖
尿病や 2型糖尿病でもインスリン療法を行っている患者さんを中心に診療し、月曜日から金曜

日まで外来をして、いつでも糖尿病患者さんを診療できるようにしたいです。強化インスリン

療法で血糖変動の激しい、コントロール困難な患者さんに対して、持続血糖モニターとインス

リンポンプの併用を行いたいと考えています。病棟では糖尿病看護特定認定看護師が増えてき

ていますので、指示書を活用して看護師サイドでインスリン量を調整するようにしたいと考え

ています。
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2型糖尿病に黄疸を伴う Glycogenic
hepatopathyを合併した 1例

秦 剛志、榮枝 弘司、浅羽
宏一、坂西 誠秀

第 121回日本内科学会総会 4月 12日
～14日
東京

原発性アルドステロン症(右副腎腺
腫)の術後腎機能低下に対して黄耆
配合の漢方薬が奏功した 1例

絹川 仁康、浅羽 宏一、中
山 修一

第 24回日本内分泌学会四国
支部学術集会

9月 7日
愛媛

無痛性膵炎（脂肪膵）と糖尿病性ケ
トアシドーシスを併発した 2型糖尿
病の 1例

山本 達之、浅羽 宏一、中
山 修一

日本糖尿病学会中国四国地
方会第 62回総会

12月 6日
～7日
岡山

2型糖尿病に黄疸を伴う Glycogenic
hepatopathyを合併した 1例

秦 剛志、浅羽 宏一、榮枝
弘司、坂西 誠秀、中山 修
一

日本糖尿病学会中国四国地
方会第 62回総会

12月 6日
～7日
岡山

急性膵炎発症後 11日目に糖尿病ケ
トアシドーシスとなった劇症 1型糖
尿病の 1例

絹川 仁康、浅羽 宏一、大
川 良洋、中山 修一

日本糖尿病学会中国四国地
方会第 62回総会

12月 6日
～7日
岡山
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